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が高 い水素供与性を有する ことを明らかにして い る ｡ また セ レ ン化水素 がア ルキ ル お よびア シ ル ラ ジ
カ ルをも効率よく捕捉する こ とを明らか に し, さら に γ 一 水素を有するフ ユ ニ ル ア ル キ ル ケ ト ン と の
光反応にお い て 1,4 - ビ ラ ジカ ル がセ レ ン化水素により効果的に捕捉さ れる事を見出して い る ｡ また
メ タ ノ ー ル中, セ レ ン化水素とア ル キ ル ラ ジjりレの 反応速度定数は1. 6×10ソM s程度であり, 非常に
速 い 反応である こ とを明らか に して い る ｡
第4章では , 一 酸化炭素の も つ 還元能の 新し い 利用に関する研究の 結果を述 べ , セ レ ン, 水, 一 酸
化炭素からの セ レ ン化水素の 新し い 合成法を完成すると ともに , 白金黒共存下で本反応が水性 ガス転
換反応として利用で きる ことを示 して い る ｡
最後に 本研究の成果 に つ い て総括して い る ｡
論 文 の 審'査 結 果 の 要 旨
異種元素をらびにその 誘導体の 化学的特性を利用する有機反応は, 高選択的合成を達成する手段を
捷供するもの と して, 近年有機合成化学の 分野に お い て注目さ れると こ ろで ある ｡
本論文は , セ レ ン お よびテ ル ル の 化学的特性を検討し, それらの 特性を活かした有機反応を開拓し,
有機合成 へ の 利用 の可能性を提示 したもの である ｡
すなわち, テ ル ル が ア ミ ン類 の 一 酸化炭素に よるカ ル ポ ニ ル化反応の触媒 にをる こ とを明らか に し ,
尿素類とホ ル ム ア ミ ド類 の 新し い 合成法を確立して い る｡ ま たテ ル ル 化水素が種 々 の 有機化合物に対
し還元性を示すこ とを明らか に し , テ ル ル 化水素を用 い る ニ ト ロ 化合物, カ ル ポ ニ ル化合物の 還元法
を提示するとともに , α , β 一 不飽和カル ポ ニ ル 化合物 に おける炭素 一 炭素二重結合の 新し い 選択的還
元法を確立して い る｡
さら･に セ レ ン化水素の還元能力に つ い て検討し, 光励起カ ル ポ ニ ル 化合物の相当するア ル コ ー ル ヘ
の還元反応が容易に進行する こと , をらびに セ レ ン化水素がア ル キ ル お よびア シ ル ラ ジカ ル に 対し高
い 水素供与性を有して い る こ とを明らかに して い る｡ また元素セ レ ン , 水, 一 酸化炭素からセ レ ン化
水素を簡便に合成する方法を完成するとと もに, セ レ ン ー 白金黒を触媒とするこ と に より, 温和を条
件下で容易に水性ガス転換反応 が生起する ことを示 して い る｡
以上 の ように , 本論文はセ レ ン , テ ル ル お よびその 誘導体の 化学的性質を解明 し, それ にもとづ い
て種 々 の 有用な合成反応を提示し たもの で あり , 有機合成化学の基礎 および応用の分野に寄与すると
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